
国立大学法人東京農工大学共同利用設備利用料取扱細則の一部改正

改正理由

別表第1（第3条関係） 別表第1（第3条関係）

利用種別 利用種別

(新設） 学外者800円／時間

学内者300円／時間 学内者300円／時間

学外者7,600円／5時間 学外者10,000円／回

学内者2,100円／5時間 学内者3,000円／回

学外者8,000円／回 学外者10,000円／回

学内者2,100円／回 学内者3,000円／回

学外者　700円／回

学内者　400円／回

学外者2,000円／回

学内者1,000円／回

学外者1,500円／時間

学内者　500円／時間

学外者18,000円／半
台・月

学内者6,000円／半
台・月

(共同利用設備及び利用料単価)
第3条　共同利用設備及びその利用料単価は、別表第１に定めるところによる。た
だし、本学と連携協力協定を締結している機関（運営委員会が必要と認めた機関に
限る。）の者が共同利用設備を利用する場合は、学内の者の利用料単価とする。

(共同利用設備及び利用料単価)
第3条　(略)

粉末X線回析計（ＲＡＤ－ⅡＣ）

（略） （略）

XL-30走査型電子顕微鏡(SEM)

透過型電子顕微鏡JEM1400 Plus （略） （略）

（略）

（削る）（略）

グローバルフルーツファクトリー貸出室エ
キスパンドベッド

植物工場南側
圃場

（略）（略）

工学部4号館
342室

1回当たりの使用時間は
３時間として課金

（略） （略）

（略）

（略） （略）（略）

粉末X線回析計（ＲＡＤ－ⅡＣ）

（略） （略）

学内利用のみとする。

現　　　　　行 改　　正　　案

　　　設備名称
利用料単価 設置場所 備考設置場所

　　　設備名称
利用料単価 備考

透過型電子顕微鏡JEM1400 Plus
1回当たりの使用時間は5
時間として課金

（略） （略） （略）

（略）

（略）

光干渉断層顕微システム
工学部13号館
604-606室

機器分析施設
機器室４

エキスパンドベッドは全
8台。最小単位はその半
分を月単位で利用する。
冬季（12月～3月）は
3,000円を加算する。

原子間力顕微鏡（小金井4号館）

（新設）

（略）

1回あたりの使用時間は5
時間までとする。クライ
オ利用の場合、学内者に
ついては必要な液体窒素
を自身で用意し、学外者
については20,000円を追
加課金とする。

1回当たりの使用時間は
３０分として課金

走査型電子顕微鏡JSM-7100F（FE-SEM,
EDX)

（略）
走査型電子顕微鏡JSM-7100F（FE-SEM,
EDX)

1回あたりの使用時間は5
時間までとする。クライ
オ利用の場合、学内者に
ついては必要な液体窒素
を自身で用意し、学外者
については16,000円を追
加課金とする。



国立大学法人東京農工大学共同利用設備利用料取扱細則の一部改正

改正理由現　　　　　行 改　　正　　案

学外者3,600円／週

学内者600円／週

学外者1,000円／回

学内者500円／回

この細則は、平成28年4月18日から施行する。

　　　附　則(細則第8号）

グローバルフルーツファクトリー植物イン
キュベーター（発芽苗機）

植物工場南側
圃場

冬季（12月～3月）のみ
利用可能

レーザー走査型先端分子イメージングシス
テム

先端科学実験
棟202号室

1回当たりの使用時間は
３０分として課金

（新設）


